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であつtcが磁硫鉄鉱も漸く活用できるようになつた二と

だげでも上述資源調査会の働きは効果があつたが，硫酸

工場から出る焼鉱が大体はFe103の形で鉄鉱らしい化

学式を持つているに拘らず，嘗つては軽く扱われていだ

理由は何であろうか．残留硫黄は更に製鉄所で焼結する

際に除かれるが，困るのは銅分である．原鉱を選ぶこと

によつてこれを低くすることにできるがCuO・25％以下

に保つことは日本全体として考えると相当困難があるの

で，勢い26年度計画でも硫酸焼鉱の製鉄への使用量50

万tということになる．なお，土破黄を渇焼するだめの

鉄含量低下ということもあるが，過剰に含まれた銅分を

湿式乾式あらゆる方策を尽して除去し，国内に欠乏して

いる鉄鉱の補充を図らなければならない．　それにょつ

て100万tの焼鉱が製鉄に向げられるなら｝±’bl約される

海外鉄鉱の購入費は莫大なものであろう．

　亜鉛にしても鉄にしても従来「澤」とみられたものか

ら回収され得る量は相当多く，kとえその途上に困難は
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　　金属が機械加工を受けると表面の結晶麿造が変化ナ

　ることは良く知ら才Lた事実であり，最外層に生ずる無

定形層G・わゆるピー？レビー層）につ・・ては数多くの

　研究が行われている．銅のピールビー層は電子廻折反

　射法にょると，4＝2．24～2．33，1．22～1．30Aに相当す

　る：．：つのハローとなる．廻折線がハローとなる原因に
c

　ついては種々の論議が行われている．しかしビールビ…

　一層だけを坂出して電子廻折透過法超よび電子顕徴鏡

　で研究することができればこの方面の研究は更に飛躍

　することと思われる．

　　最近Heidenreich‘：1」は電解研磨法によりAlの薄

　　　　　　　　　　zaTt層だけを残して他の

部分をとかし去り，

これをThin　section

法と名付けその試料

を電子廻折装置及電

子顕微鏡により撮影

し種々の興味ある結

果を発表している．

　筆者は銅のラッピ

ング画にThin　sec．

tion法を応用した・

この方法によると今

まで電子廻折による

研究において，反射

法による他見ること

のできなかつた表層

第1図　最外層（ノ・ロP）

第2図　繊維組織
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あつても「暦Jの場舎にも述べた理と利との相伴う方向

である二とは確かである．しかしてそこに按術の進歩が

如実に表はされるのであるから我々の努力し甲斐のある

仕事である．

　鉱業全般として考えると「澤」に属するものには鉱山

のズリ，炭坑のボタ，選鉱場の尾鉱，いつれも実に膨大

な量に上るものであり，更に工業の他部門，殊に化学工

業或は更に農業に関聯してできる廃物の処置と利用につ

いては異る部門の間の協力にょつてでなければ解決しな

いことは硫酸焼鉱の如きものが多いであろう．又二Lで

は述べない製錬所の廃煙からの硫酸回収が資源調査会で

唱導され促進されttことも同じ趣旨による吃のである，

　あれこれと述べたが，要するに物好きでもなく，感傷

でもなく，積極的に「屑」と「薄」との問題のあらゆる

面を検討して金属生産の将来に備えて行く必要を強調し

ナこに過ぎない．　紙面の関係上下揃いや排列の見苦しさ

を寛容され度い．（1952、7．25）

　第5図　繊維組織の顕徴鏡

　　　写真（x15，000）

できることがわかつたので，今後はビF一ルビー層の性

質，加工条件と各層の厚さ等について研究を進める予

定である．終に菅義夫教授の御指導に謝意を表する．

　（1＞Heidenreich：J．　App、　Phys　20（1949）993．

　（2）Dobinski：Phi1．　Ma9．’25（1937）397

を透過法でしらぺる

ことができ，さらに

電子顕徴鏡で拡大で

きる利点がある，銅

の乾式ラッピング面

の電子廻折写真は最

外層より第1乃至第

4図の通りで，ハロ

ーの径はd＝1．98お

よび1．15AでDo－
binski（2｝の値とよく

一致するが反射法に

よる値と一致しな
い．第2層は（11工）

繊維組織であり切線

力の作用を示してい

る．この電子顕徴鏡

写真は第5図を示し

てある．その内層は

結晶の微細化層及下

地の粗大な結晶を示

している．

　以上のようにTh・

in　section法は加工

変質層の研究に応用

ww
13


